第962回生物科学セミナー
日時：　10月9日（水）　16:40-18:10
演者：　白須　賢　グループディレクター
　　　理化学研究所　植物科学研究センター
演題:　 植物と病原体のせめぎ合いを研究して
植物は、動物などと同様に個々の細胞が病原体の生体構成物質を感知して防御反応を誘導する“自然免疫系”を発達させ、ウイルス、細菌、カビ、線虫など多種多様な病原体に対応している。これに対し病原体はエフェクターと呼ばれるタンパク質を宿主細胞内に多数注入して自然免疫系を抑制し感染を確立するが、病害抵抗性を示す植物は、特定のエフェクターを感知し、さらに強い防御反応（感染部位のプログラム細胞死や抗菌物質の蓄積、加水分解酵素の分泌等）を誘導できる。その防御反応には植物免疫ホルモンと呼ばれるサリチル酸が重要であり、細胞から個体レベルでの免疫機能発現を可能にする。本研究室では様々な最新ツールを用いて、この植物免疫の分子機構を明らかにしようとしてきた。本講義では最新の知見を紹介したい。
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